















































































































































































ため，日本語版 POMS（Profiles of Mood States）短縮版




ち込み（D : Depression-Dejection）」「怒り－敵意（AH :
Anger-Hostility）」「活気（V : Vigor）」「疲労（F : Fa-













































タノール（健栄製薬社製）を 5 ml とアロマ 5滴を容器
に入れ，容器を 5回縦に振った。その後，水道水 10 ml
を容器に入れ，容器を 10回縦に振った。無香のスプ
レーは，水道水を用いた。アロマスプレーを吹き付ける

















































































が有意であった（F（2, 38）＝9.35, p＜.01, η 2＝.33, F（1,
19）＝20.51, p＜.01, η 2＝.52）。また，交互作用は有意で












あった（F（2, 38）＝32.01, p＜.01, η 2＝.63, F（1, 19）＝
17.70, p＜.01, η 2＝.48）。また，交互作用が有意であった


















であった（F（2, 38）＝0.36, p＝.70, η 2＝.02, F（1, 19）＝
5.49, p＝.05, η 2＝.22）。また，交互作用は有意ではなか








12.41, p＜.01, η 2＝.40, F（1, 19）＝11.43, p＜.01, η 2
＝.38）。また，交互作用は有意ではなかった（F（2, 38）












の主効果は有意であった（F（2, 38）＝4.73, p＝.05, η 2
＝.20, F（1, 19）＝9.40, p＜.01, η 2＝.33）。また，交互作
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